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令和８年度、第１回いたはしアンケートの結果をご報告いたします。今年度も昨年度同様に、子どもたちの

様子をより深く見つめながら、保護者の皆様や教職員が「自分ごと」として子どもたちの成長を支えられるよ

う、アンケート項目を設定し、実施しました。保護者の皆様には、ご家庭での教育・子育てを振り返る機会と

して、教職員は日々の指導を具体的に振り返ることにつなげるものとさせていただきました。 

児童・保護者・教職員へのアンケート 16項目を集計し、「よくできている」「だいたいできている」を合わ

せて「実現度」として示させていただきます。 

 

 

 

 

 

アンケート結果より 
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＜学校教育目標＞ 
 

夢をもち 未来を創る 子どもの育成 

～考え 判断し 実行する子～ 

前期 

＜付けたい資質・能力＞ 

自己指導能力 
その時、その場でどのような行動をとることが

適切であるか自分で判断して行動できる力 

学校評価号 



 
自己決定の場の提供 
 

児童・保護者ともに高い実現度を示しており、多くの児童が自ら学習に取り組み、夢や目標に向かって努
力している様子がうかがえます。一方で、「自分の考えを伝えること」については、他の項目に比べて課題が
見られました。教職員も、子どもたちが主体的に考え、判断する場面をさらに充実させる必要性を感じてい
ます。今後も ICTの活用や学習活動の工夫を通して、自ら考え、選択し、学ぶ力の育成に努めていきます。 
 
 
共感的な人間関係の育成 
 
児童・教職員ともに高い実現度を示しており、友達の意見を大切にしながら協力して学ぶ姿が定着して
いることがうかがえます。また、「ありがとう」や「ごめんね」を素直に伝えられる関係づくりも進んでいます。

一方で、保護者の方からいただいた評価にはやや課題が見られるため、今後も家庭との連携を大切にしな
がら、互いを認め合える人間関係づくりを進めていきます。 
 
 
自己存在感の感受 
 
保護者や教職員は、児童の努力やよさを認めることについて高く評価しており、子どもたちを支える温か
な関わりが継続されていることが分かります。一方で、児童自身の自己肯定感や自己理解に関する項目に
は一部課題が見られます。今後も一人一人の頑張りや成長を丁寧に価値付けながら、自分らしさやよさを
実感できる機会を積み重ねていきます。 
 

 
安全・安心な風土の醸成 
 
多くの児童が学校生活を楽しいと感じており、安心して過ごせる学校の風土が育まれていることがうか
がえます。あいさつや係活動などにも前向きに取り組む姿が見られます。一方で、「早寝・早起き・朝ごはん」
などの生活習慣については継続した取組が必要です。今後も学校と家庭が連携しながら、子どもたちの健
やかな成長を支える生活習慣の定着を図っていきます。 

家庭でのよい取組やご意見・ご感想 … 保護者記入欄からの抜粋です。 

 

 

 

 

 

保護者の皆様の声から 
前期のいたはしアンケートでは、家庭での取組の様子とともに、学校への温かいご意見を多くいただきま
した。あいさつや読書、生活習慣などについて、家庭でも大切にしながら取り組み、学校と一緒に考えてい
きたいという思いが伝わってきました。今後も、家庭と学校が思いを共有しながら、子どもたちの成長を支え
てまいります。 

・子どもができた時には、すぐに褒めるようにしています。 
・休みの日には、掃除や料理、お風呂掃除などのお手伝いをしています。  
・家族の一員として、できることは進んで手伝うように声をかけています。  
・２週間に１回は図書館に行き、家族みんなで読書を楽しんでいます。  
・毎晩、寝る前の読書タイムや読み聞かせを続けています。 
・早寝・早起きと朝ごはんをしっかり食べることを大切にしています。 
・子どもの話によく耳を傾け、何でも話せる雰囲気づくりを心がけています。 
・ありがとう、ごめんなさいを大切にし、まずは大人が手本を示すようにしてい
ます。  

・家庭学習を親子の時間とし、一緒に学びながら成長を見守っています。 
 


